
お近くの回収窓口は、下記の方法で探すことができます。

廃消火器のリサイクルは、「リサイクルシール」で運用しています。

リサイクルの対象品目（2023年1月現在）

対象外品目

消火器リサイクル窓口

www.ferpc.jp

インターネットでお探しの際は、

03-5829-6773
（消火器リサイクル推進センター）
お電話でお探しの際は、

船舶用消火器（持ち運び式・簡易式）
粉末消火薬剤　15kg 缶入り
小型消火器用加圧ボンベ　1斗缶入り

小型消火器用ブラケット・設置台・BOX、訓練用放射器具
大型消火器・移動式用加圧ボンベ 1.3L 以下

～100 型

20 型を超え200 型以下

船舶用消火器（移動式）

液体消火薬剤（強化液、浸潤剤入り水、泡）
※20L ポリ缶入り（装置用泡原液は除く） ※PFOS、PFOA、装置用泡原液除く

Ｂ
グ
ル
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プ
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（※1）Bグループは 2014 年 7月以降より Aグループに統合しています。
※特別管理産業廃棄物に該当する製品については新品、既販品とも対象外となります。
※（社）日本消火器工業会会員以外の製品は対象外となります（義務者不存在製品に関してはリサイクル推進センターへお問い合わせください）。
※廃棄物処理法の改正、環境規制等により対象品目が変わる場合があります。
※消防環境ネットワーク関連費用についてはお取引のあるメーカーにお問い合わせください。

新品用既販品用

本システムに関するお問い合わせ先

お問い合わせ・連絡先

〒111-0051
東京都台東区蔵前三丁目 15番 7号　蔵前酒井ビル 2階
電話：03-5829-6773　ファックス：03-5829-6774
受付時間 9:00～17:00 ただし土日祝日、休日および
12:00～13:00 を除く

（一社）日本消火器工業会

（株）消火器リサイクル推進センター

はじまっています、消火器のリサイクル。

廃消火器リサイクルシステム
古 く な っ た 消 火 器 は

い ざ と い う 時 に 使 え な か っ た り
そ の ま ま 放 置 し て い る と

事 故 に つ な が る 場 合 が あ り ま す

１．「耐用年数」を過ぎている消火器

２．錆びたり腐食している消火器
３．大きなキズや変形した箇所がある消火器

こんな消火器は危険です！

腐食が進んだもの、凹みや変形した消火器は絶対に使用しないでください。

全ての消火器は、本体に製造年が表示されています。住宅用消火器の寿命は概ね 5年です。
期限を過ぎた消火器は販売店等にリサイクルを依頼してください。

次のような消火器は、点検または廃棄・リサイクル！

火災報知設備用
受信機

消防ホース 消火弾

消火弾 外国製消火器 装置用薬剤消火弾

四塩化炭素
消火器

CB 消火器
（一塩化一臭化メタン消火器）工作機械用エアゾール式

火災報知設備用
感知器

非常灯 誘導灯

予備電池

受付時間9:00～17:00、土日祝日、休日および12:00～13:00を除く

Bグループは、
2014年7月より
Aグループに統合
しています。

小型 大型 Aグループ Bグループ Cグループ Dグループ

（有効期限12年3ヵ月） （有効期限20年3ヵ月）

一般社団法人 日本消火器工業会
株式会社 消火器リサイクル推進センター

2010 年以降に国内で販売された消火器には新品用シールが貼付されています。
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新製品として生まれ変わった消火器

消火器ユーザーや特定窓口から廃消火
器を引き取る窓口です。

指定引取場所

廃消火器リサイクルシステムの流れ

RECYCLE SYSTEM

特定窓口2

3

古くなった消火器を廃棄・リサイクルする際は、
「　　特定窓口」もしくは、
「　　指定引取場所」に引き渡してください。

古くなった消火器1

2

3

消火器ユーザーから廃消火器を引き取る窓口です。

引
き
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　　広域認定制度
のルール
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 新製品に生まれ変わります。

新し
い消

火器
は、
5～
10年
間、
安心
を見
守り
ます
。

廃消火器の粉末消火薬剤は再生し、金属部分
はリサイクル（資源売却）し、ゴム・樹脂部分は
適正に処分されます。

リサイクル施設4
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                         指定引取場所に直接持ち込むこともできます
。

リ
サ
イ
ク
ル
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ー
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日本消火器工業会と消火器メーカーは、メーカーごとに異なっていたリサイクルシステムを
統一し、2010 年より、古い消火器を安全に回収・廃棄するリサイクルシステムを運用して
います。全国にリサイクルシステム取り扱い窓口（特定窓口・指定引取場所）を設置し、
廃消火器を回収しています。

消火器のリサイクルは、耐用年数をむかえた

消火器を安全に回収してリサイクルする

「セーフティ＆エコロジー」な取り組みです。

目的

広域認定制度による手続きの簡素化

全国約5,200の回収窓口で対応（特定窓口・指定引取場所）

全国約 670 社で収集・運搬に対応

国内撤退メーカーの廃消火器の引き取り

システムの優良性

環 境 負 荷 の 低 減
地 球 温 暖 化 防 止

リサイクル率の向上

不法投棄・老朽化に
よ る 事 故 の 防 止

消火器ユーザー もしくは

特定窓口指定引取場所

リサイクル施設

（一社） 

日
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廃消火器の引き渡し

廃消火器の
引き渡し

廃消火器の引き渡し

持ち込みまたは
引き取り持ち込み

金属部品

リサイクル

ゴム、樹脂

廃棄物として処分

粉末消火薬剤

消火薬剤へ再生

（
株
） 
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管理業務
委託

環境省が定める広域認定制度は、廃棄物の処理を製造事業者等が自ら行うことで、廃棄物の減量や適正
な処理が期待できるため、廃棄物処理事業に関する法制度の基本となる地方公共団体ごとの許可を不要
とする特例制度です。

廃消火器リサイクルシステムは、

環境省による広域認定制度の適用を受けています。

消火器リサイクル推進セン

ターは、消火器工業会より

リサイクルシールの発行・

販売・支払いに係る業務、

関係者からの問い合わせ対

応、広域認定書類に係る業

務など、リサイクルシステ

ムの管理業務を委託されて

いる会社です。

消火器取扱い「事業者」

全国で約5 ,200カ所ある廃消火器の
回収・リサイクル窓口は、地域密着で
防災・防犯業に従事している業者さん
や、消火器メーカーの営業所、ホーム
センター、廃棄物処理業者の皆さんが
担っています。

特定窓口：5,042カ所
指定引取場所：196カ所

回収・リサイクル窓口の探し方は、
本パンフレットの裏面に掲載しています。

北海道 特 定 窓 口 ：   334
指定引取場所：    18

東北 特 定 窓 口 ：   534
指定引取場所：    19

北陸・甲信越
特 定 窓 口 ：   431
指定引取場所：     20

関東 特 定 窓 口 ：1,292
指定引取場所：    51

東海 特 定 窓 口 ：   644
指定引取場所：      22

中国・四国
特 定 窓 口 ：586
指定引取場所：  25

近畿 特 定 窓 口 ：697
指定引取場所：  23

九州・沖縄 特 定 窓 口 ：524
指定引取場所：  18

回収・リサイクル窓口は全国で約5,200カ所

日
本
全
国
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！

この消火器、
錆びているし・・、
キズや凹みも
あるみたい・・。

見た目がきれいでも、
耐用年数が
切れたものは
リサイクルしないとね！

新製品に、
生まれ変わったんだね！
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